






要約 徳島県におけるクレチン症マススクリーニングの実施状況および精査・管理上の問

題点を検討した。昭和 56 年度から昭和63 年までの集計でスクリーニング総数 82,076 名,

要精検者 27 名,クレチン症患者 9 名(男 3,女 6;発見頻度 1/9,120 名)であった。クレチン

症患者 8 例中 6 例で大腿骨遠位骨端核は出現していたが,5 例では骨皮質は薄く,辺縁は不

明瞭であった。クレチン症の 1 例において生後 26 日(1-T4 投与後 5 日)に施行した MRI で

は,T1 強調像で内包後脚,視床外側部が高信号を示し,髄鞘化が生じていると考えられた。

同一症例の 1 歳 1 ヵ月時の MRI では,T2 強調像で大脳白質,灰白質のコントラストがやや

不良であり,髄鞘化の軽度遅延がみられた。本例の DQ は 98 であったが,TSH 高値,骨成熟

遅延も認められ,1-T4の投与方法および効果判定の指標に関する問題点が提起された。MRI

による中枢神経系の解析はクレチン症患児,とくに乳幼児の脳発達の程度,および推移の判

定のための形態学的な指標として有用である可能性が考えられる。


